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現代アートイベント
「ＷＳＭＡ（ワズマ）」を開催しました

　７月１日～９日の９日間、和田地区の「てんかわ天和の里（旧天川西小学校）」におい
て、国内外の現代アートの芸術家12人が地域に滞在し、芸術活動を行う「木造校舎　現
代美術館　～Wood School Museum of Art～　WSMA（ワズマ）」を開催しました。
本イベントでは、開催地の「天川村」という地名と「七夕」にちなんで、テーマを
「GINGA（ギンガ）」としました。
　雨天続きの悪条件の中、生で見る創作活動に多くの方に興味を持っていただくことがで
きました。９日間のイベント期間中の全来場者594名の内、約９割が天川村外から、半数
以上が県外からの来場者であり、また、旧校舎やロケーションが素晴らしいとの意見も
多くあり、天川村の魅力を伝えることができました。
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都道府県も国民健康保険制度を担うことになりました
国民皆保険を将来にわたって守り続けるため、平成30年４月から、これまでの市町村に加え、

都道府県と市町村の役割分担

※�制度見直しの詳細については、現在国でも検討が続けられており、奈良県では国の検討内容を踏ま
えつつ、県・市町村で検討・協議を進めています。
●�この制度変更は、国民健康保険に関するもので、後期高齢者医療制度についての変更はありません。
お問合わせ先　天川村役場住民課国保係　☎63－0321
　　　　　　　奈良県健康福祉部保険指導課　新国保制度準備係　☎0742－27－8547

平成30年４月から
国民健康保険制度が変わります

▶�国の責任として約3,400億円の追加的な財政支援
（公費拡充）を行います。
▶�都道府県と市町村がともに国民健康保険の保険者と
なり、それぞれの役割を担います。

都道府県が市町村ごとに
決定した国保事業費納付
金を市町村が納付 運営方針の策定

（県内の統一的方針）

▶�平成30年度から、都道府県も国民健康保険の保険者
となります。（資格や保険料（税）の賦課・徴収等の
身近な窓口は、引き続きお住まいの市町村です。）
▶�平成30年度以降の一斉更新から、新しい被保険者
証等には、居住地の都道府県名が表記されるように
なります。

都道府県の主な役割 市町村の主な役割
・財政運営の責任主体 ・国保事業費納付金を都道府県に納付
・�国保運営方針に基づき、事務の効率化、標準化、
広域化を推進 ・資格を管理（被保険者証等の発行）

・市町村ごとの標準保険料（税）率を算定・公表 ・標準保険料率等を参考に保険料（税）率を決定
・保険料（税）の賦課・徴収

・保険給付費等交付金の市町村への支払い ・保険給付の決定、支給

　・各種申請や届出は、これまでどおり役場が窓口となります。
　・保険料（税）は、これまでどおり役場へ納めていただきます。
　・医療機関での負担割合は変わりません。
　・病院や診療所等で受診されるときの保険証等の使い方にも特に変更はありません。

見直しの柱 都道府県

見直しによる主な変更点
市町村

市町村

市町村

保険給付に必要な費用を、
全額、各市町村に支払う
（交付金の交付）

財政の仕組みは変わりますが、国保の手続きや
保険料（税）の納付方法は変わりません。
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　国民年金（老齢基礎年金）を受け取るために必要な期間（年金受給資格期間）が、従来
の「25年」から「10年」に短縮されることになりました。
　これにより、年金受給の対象者となる方には、日本年金機構から黄色い封筒（Ａ４サイ
ズ）で年金の請求書をお届けしています。
　制度の開始は、平成29年８月１日で、最も早い年金の振込は、平成29年10月中旬の予
定です（これは、平成29年７月中旬頃までに手続きを済まされた場合で、それ以降は、
手続きの済まれた方から順次振込となります）。
　まだ、請求手続きをされていない方は、今すぐ『ねんきんダイヤル』に予約の上、大和
高田年金事務所（土日・祝日を除く）にて手続きを行ってください。
　請求書の記入方法や請求に必要なものなどご不明な点は、大和高田年金事務所（ねんき
んダイヤル ☎０５７０－０５－１１６５）までお問い合わせください。

　※混雑が予想されるため、必ず予約専用番号にて窓口予約をしてください。
　※ 手続きは本人に限ります。本人以外の方が手続きをされる場合は、委任状をご用意く

ださい。

■住民課　国民年金係　☎６３－０３２１（内１６５）

年金機構の黄色い封筒が届いた方は
年金を受け取れます
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　平成29年６月26日（月）、天川村山村開発センター大ホールにおいて、天川村人権教育推進協議
会総会を開催しました。
　約70人の参加者があり、主催者（植林友衛会長）挨拶及び来賓（車谷重高村長、銭谷春樹議会議
長）祝辞の後、今年度の事業計画（案）・予算（案）等すべての議案が承認されました。
　総会終了後、人権学習として、映画「オケ老人！」を視聴しました。映画では、自由奔放なアマチ
ュアオーケストラ老人と出会った主人公が、年代を超えてぶつかり合い、刺激し合い、成長していく
姿は、老若男女問わず元気と幸せを届け、世代を超えた人権学習となりました。

　平成29年７月20日天川村役場にて天川村農業委員任命式が開催され、以下の10名が村長より任命
されました。

　なお、委員の任期にあたりましては、平成29年７月20日から平成32年７月19日までの３年間と
なります。たくさんのご応募・ご推薦ありがとうございました。

会長は、７月20日に開催されました
農業委員会にて、指名推薦により
森田久勝氏が選ばれました。

2017年度  天川村人権教育推進協議会総会

天川村農業委員が村長より任命されました。

花谷芳信氏（洞川）

森田久勝氏（沢原）

澤村貞一氏（庵住）

赤井憲彦氏（洞川）

辰巳榮之助氏（南日裏）

鶴岡壇定氏（塩野）

中西泰彦氏（中越）

堀川享子氏（栃尾）

福西賢二氏（中谷）

 森紀美雄氏（和田）
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　もうすぐ台風・大雨の季節になりますが、各ご家庭での備え
は万全でしょうか？災害に対しては「起こらないだろう」では
なく常日頃から「起こるかも」と考え、できることからしてい
きましょう。
○家の周囲に危険はありませんか？
　�水がきちんと流れるように、溝や樋の掃除をする、いざ台風
等が近づいてきた際には強風で飛ばされそうな物は固定する
など、まずは身近なところの危険に注意しましょう。
○避難所はご存じですか？
　�最寄りの避難所及びそこまでの経路は把握しておきましょう。また、ハザードマップを
活用し、避難所までの避難路にどのような危険があるのか調べておきましょう。
　大雨が降る中での避難は大変危険ですので、早めの避難を心がけてください。
○家庭での備えは大丈夫ですか？
　�非常持出袋の中身の確認、避難した際の家族との連絡手段などについて平時から確認し
ておきましょう。また、重要な情報を聞き逃さないため戸別受信機（防災無線）の電池
の交換（概ね１年を目途）や点検も忘れずにしておきましょう。

　社会を明るくする運動の強調月間である７月を前に、平成29年６月30日、天川村山村
開発センターにおいて、犯罪や非行のない幸福で明るい社会づくりを目的として天川村推
進委員会を開催したところ、村内外より多数の関係機関の方々に参加いただきました。
　委員会の中では、昨年度の活動実施結果の報告及び、啓発を中心とした今年の活動計画
について協議を行い、吉野警察署中本警部より、最近の奈良県内及び奈良県警察署管内の
犯罪情勢を踏まえた講話をいただきました。

　７月６日午後１時から、森本保護司、西村保護
司、玉置警部補（川合駐在所）、水谷巡査長（洞
川駐在所）と役場事務局により啓発車とパトカー
で村内全域をパレードし、犯罪や非行の防止に対
する理解と協力について地域の方々に呼びかけを
行いました。

　７月の強調月間が終わった後も引き続き犯罪のない明るい社会づくりにご協力よろしく
お願いします。

第67回社会を明るくする運動
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～
天川村推進委員会

村内全域啓発パレード

防災 てんかわ
第58回
◆ 大雨への備えを万全に ◆
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　天川村と奈良県の土木技術職員の採用共同試験です。
【第１次筆記試験日】　９月24日（日曜日）
【第１次筆記試験会場】　奈良県立畝傍高校
【試験科目】　教養・土木専門試験
【対　　象】　Ⅱ種：昭和63年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた人
   試験案内は、下記HPからダウンロードまたは、天川村役場　総務課
　警察署、県人事委員会事務局、県庁人事課、県内各総合庁舎などで配布。
　申　込　み   インターネットで、８月18日～９月８日正午まで。
　お問合わせ　県人事委員会事務局　☎：0742-20-4430
　　　　　　　（県人事委員会HP：http://www.pref.nara.jp/42115.htm）
　　　　　　　天川村総務課　☎：63-0321

　天川村では、次のとおり職員を募集します。（平成30年４月１日採用予定）
★ 職種・採用人員・受験資格

　 ※幼稚園教諭・保育士は一般行政職での採用となります。
★ 試験日時・場所

★ 受験申込先・受付期間
（１）申込先　　〒６３８－０３９２　奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　天川村役場　総務課人事係
（２）期　間　　平成29年９月19日（火）～10月10日（火）８：３０～１７：００
　　　　　　　　（ただし、土・日曜日、祝祭日は除く、郵送の場合10月10日必着）
★ 受験手続
（１）試験申込書は、９月上旬より天川村ホームページおよび天川村役場　総務課人事係で配布します。
　※　インターネット・メールによる受験申込はできません。
★ お問合わせ　　天川村役場　総務課人事係　☎：６３－０３２１
　※　詳しくは、来月号でお知らせします。

第１次試験 第２次試験

日　時
平成29年10月22日（日）
受付時間　午前８時20分～８時40分
試験開始　午前９時　　教養・作文試験

平成29年11月上旬
面接

場　所 天川村大字沢谷60番地　天川村山村開発センター
幼稚園教諭・保育士は、午後から天川幼稚園で実技試験

天川村大字沢谷60番地
天川村山村開発センター

職種 採用予定人数 受験資格
一般事務職 若干名 平成４年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた人
幼稚園教諭
・保育士 若干名 昭和48年４月２日以降に生まれた人で、両免許を有する人

又は、平成30年３月末日までに取得・登録見込みの人

奈良県・市町村土木職員採用共同試験の実施

天 川 村 職 員 募 集
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天川村の給与・定員管理等について

⑴ 人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（H28年1月1日）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
26年度の人件費率

27年度 人
1,530

千円
2,538,264

千円
339,612

千円
457,782

％
18.03

％
18.97

⑵ 職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
Ａ

給　　　　　与　　　　　費 （参考）一人当たり
給与費　 Ｂ/Ａ

（参考）類似団体平均一人
当たり給与費　 Ｂ/Ａ給　　料 職員手当 期末･勤勉手当 計　Ｂ

27年度 人
54

千円
178,738

千円
31,545

千円
64,915

千円
275,198

千円
5,096

千円
5,424

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　　２　職員数は、平成27年４月１日現在の人数である。

⑶ラスパイレス指数の状況

（H28.4.1）
88.6

（H25.4.1）
86.7

（H26.4.1）
86.8

（H27.4.1）
87.8

（H27.4.1）
93.7

（H28.4.1）
94.2

（H25.4.1）
93.1

（H26.4.1）
93.3

（H27.4.1）
95.8

（H28.4.1）
96.3

（H25.4.1）
95.4

（H26.4.1）
95.6

100

95

90

85

80

（H28.4.1）
88.6

（H25.4.1）
86.7

天川村 類似団体平均 全国町村平均

（H26.4.1）
86.8

（H27.4.1）
87.8

（H27.4.1）
93.7

（H28.4.1）
94.2

（H25.4.1）
93.1

（H26.4.1）
93.3

（H27.4.1）
95.8

（H28.4.1）
96.3

（H25.4.1）
95.4

（H26.4.1）
95.6

（注）
１ 　ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給

料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を
用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政
職俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指
数。

２ 　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団
体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

３ 　平成25年は、国家公務員の時限的な（2年間）給与改定・
臨時特例法による給与減額措置がないとした場合の値である。

⑴ 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成28年４月１日現在）
①一般行政職

区　　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国比較ベース）

天　川　村 41.0　歳 276,100　円 328,500　円 　　― 　　円
奈　良　県 42.9　歳 327,977　円 414,719　円 371,383　円

国 43.6　歳 331,816　円 410,984　円 　　― 　　円
類 似 団 体 41.6　歳 295,805　円 338,210　円 322,016　円

１　総　括

⑷ 給与制度の総合的見直しの実施状況について

2　職員の平均給与月額、初任給等の状況

①給料表の見直し〔実施〕

（給料表の改定実施時期）平成27年４月１日
（内容）一般行政職の給料表について、国の見直し内容を踏まえ、平均２％引下げ。若年層に
ついては、初任給の引上げと同程度の引上げを実施。激変緩和のため、３年間（平成30年３月
31日まで）の経過措置（現給保障）を実施。
　他の給料表については、一般行政職給料表との均衡を踏まえて見直しを実施。

②その他の見直し内容

管理職員特別勤務手当について、国と同様に見直しを実施。（平成27年４月１日実施）
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⑵ 職員の初任給の状況（平成28年４月１日現在）
区　　　　分 天　川　村 奈　良　県 国

一般行政職 大　学　卒 166,100円 184,800円 176,700円
高　校　卒 144,600円 150,500円 144,600円

技能労務職（一） 高　校　卒 137,900円 141,450円 －
中　学　卒 130,200円 127,900円 －

教　育　職 大　学　卒 197,900円 206,400円 －
短　大　卒 173,700円 － －

⑶ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成28年４月１日現在）
区　　　　分 経験年数10年～15年未満 経験年数15年～20年未満 経験年数20年～25年未満 経験年数25年～30年未満

一般行政職 大学卒 該当者なし 該当者なし 314,700円 該当者なし
高校卒 223,000円 該当者なし 282,200円 316,300円

⑴ 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（平成28年４月１日現在）
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比 １号給の給料月額 最高号給の給料月額
１級 主事補、技師補、主事、技師の職務 14人 34.1％ 140,100円 246,100円
２級 高度の知識又は経験を必要とする業務を行う主事補、

技師補、主事、技師の職務 ３人 7.3％ 190,200円 303,000円
３級 室長、課長補佐、調整員及び主査の職務 15人 36.6％ 226,400円 348,800円
４級 課長、主幹、室長、困難な業務を行う課長補佐の職務 ７人 17.1％ 259,900円 379,800円
５級 参事及び困難な業務を行う課長の職務 ２人 4.9％ 286,200円 391,800円

（注）１　天川村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

⑴ 期末手当・勤勉手当
天　　川　　村 奈　　良　　県 国

１人当たり平均支給額（27年度）
1,246　千円

１人当たり平均支給額（27年度）
1,576　千円 ―

（平成27年度支給割合）
期末手当　　　　勤勉手当

2.6　月分　　　1.60　月分

（平成27年度支給割合）
期末手当　　　　勤勉手当

2.6　月分　　　1.60　月分
（1.45）月分　　（0.75）月分　　

（平成27年度支給割合）
期末手当　　　　勤勉手当

2.6　月分　　　1.60　月分
（1.45）月分　　（0.75）月分　　

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

役職加算　5～10%

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役 職 加 算　 5～20%
管理職加算　10～20％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役 職 加 算　 5～20%
管理職加算　10～25％

3　一般行政職の級別職員数等の状況

⑵ 昇給への勤務成績の反映状況
　一律支給

4　職員の手当の状況

（注）　（　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

100％

80％

60％

40％

20％

0％
平成 28 年の構成比 １年前の構成比 ５年前の構成比

５級　13.2％
４級　18.4％

３級　39.5％

２級　13.2％
１級　15.8％

５級　  4.9％
４級　17.1％

３級　36.6％

２級　  7.3％

１級　34.1％

５級　  7.3％
４級　17.1％

３級　36.6％

２級　  4.9％

１級　34.1％

【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況（一般行政職）　一律支給

（注）１　「平均給料月額」とは、28年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。
　　　２　 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当

の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。また、「平均給与月額（国
比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等を除いたもの）で算出している。

区　　　分 平均年齢 職員数 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国比較ベース）
天　川　村 53.8　歳 9　人 239,500　円 267,600　円 　　― 　　円
奈　良　県 51.5　歳 78　人 317,509　円 377,038　円 353,497　円

国 50.4　歳 2,876　人 287,447　円 329,358　円 　　― 　　円
類 似 団 体 49.5　歳 3　人 263,894　円 292,218　円 277,644　円

②技能労務職
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⑵ 退職手当（平成28年４月１日現在）
天　　川　　村 国

　（支給率）　　　自己都合　　　　勧奨・定年
　勤続20年 20.445月分 25.55625月分
　勤続25年 29.145月分 34.5825月分
　勤続35年 41.325月分 49.59月分
　最高限度額 49.59月分 49.59月分

（支給率）　　　　自己都合　　　　応募認定・定年
勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（２%～45％）

⑶ 特殊勤務手当（平成28年４月１日現在）
支給実績（27年度決算） －　千円
支給職員１人当たり平均支給年額（27年度決算） －　　円
職員全体に占める手当支給職員の割合（27年度） －　　％
手当の種類（手当数） ３種類

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給実績
（27年度決算） 左記職員に対する支給単価

伝 染 病 防 疫 手 当 従事職員
伝染病患者等の救護又
は、伝染病菌附着の危険
のある物件の処理業務

０　千円 １日又は１回について1,500円
を超えない範囲

行旅死亡人処理手当 従事職員 行旅死亡人の処理業務 ０　千円 １日又は１回について5,000円
を超えない範囲

医療技術の研究に
従 事 す る 職 員 の
特 殊 勤 務 手 当

医　師 医療技術の研究 －　千円 勤務１月につき給料月額の100
分の100以内に相当する額

⑸ その他の手当（平成28年４月１日現在）

手 当 名 内容及び支給単価 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（平成27年度決算）

支給職員１人当たり
　平均支給年額

（平成27年度決算）

扶養手当

・配　偶　者………………………13,000円
・配偶者以外の扶養家族………… 6,500円
・配偶者のない場合の１人目……11,000円
※満16歳から22歳の子１人につき5,000円
　の加算

同 ―

6,086千円 253,583円

住居手当

・借家……月額12,000円を超える家賃を
　　　　　支払う職員に対し、負担して
　　　　　いる家賃の額に応じ、上限額
　　　　　27,000円まで支給

同 ―
1,261千円 420,333円

通勤手当

・交通機関利用者
　１か月あたりの最高支給限度額　55,000円
・交通用具（自動車など）使用者
　片道の使用距離に応じて　2,000円
　（２㎞以上５㎞未満）から
　最高31,600円（60㎞以上）支給

同 ―

6,954千円 169,609円

管理職手当
・参事・・・・・・・・・・・・43,000円
・課長級・・・・・・・・・・・39,000円
・課長補佐級、幼稚園園長・・・29,000円

ー ―
6,597千円 471,214円

（注）支給額については、普通会計のものである。

⑷ 時間外勤務手当
27年度決算 26年度決算

支　　　給　　　実　　　績 7,882　千円 5,929　千円
職員1人当たり平均支給年額 238　千円 185　千円
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区　　　　　分 給　　料　　月　　額　　等

給料 村 　 　 　 　 長
教 　 育 　 長

６５０，０００　円
５００，０００　円

（参考）類似団体における最高／最低額
 ７６３，０００円／ ３８４，０００　円

報酬
議 　 　 　 　 長
副 　 議 　 長
議 　 　 　 　 員

２４５，０００　円
１９５，０００　円
１８５，０００　円

３４４，０００　円／ １４０，０００　円
２７９，０００　円／ １１５，０００　円
２６１，０００　円／ １００，０００　円

期末
手当

村 　 　 　 　 長 （27年度支給割合）３．１０ 月分
議 　 　 　 　 長
副 　 議 　 長
議 　 　 　 　 員

（27年度支給割合）３．１０ 月分

退職
手当

村 　 　 　 　 長
教 育 長

　　（算定方式）　　　　　　　　　　　　　　　（支給時期）
６５０，０００円×５２０/１００×勤続年数　　　　退職時
５５０，０００円×２４０/１００×勤続年数　　　　退職時

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。
　　　２　［     ］内は、条例定数の合計である。

⑴ 部門別職員数の状況と主な増減理由

5　特別職の報酬等の状況（平成28年４月１日現在）

6　職員数の状況
（各年４月１日現在）

区　分
部　門

職　　員　　数 対前年
増減数 主な増減理由

平成27年 平成28年

一
般
行
政
部
門

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木

1
18
2
4
7
5
2
2

1
19
1
4
7
4
2
2

0
1

▲1
0
0

▲1
0
0

職員の異動
職員の退職

職員の異動

計 41 40 ▲1
＜参考＞
　人口１万人当たり職員数　261.43人
（類似団体の人口１万人当たりの職員数　204.17人）

教育部門 13 13 0
消防部門 ０ ０ ０

小　　　計 54 53 ▲1
＜参考＞
　人口１万人当たり職員数　346.405人
（類似団体の人口１万人当たりの職員数　242.47人）

病　　　院
下　水　道
そ　の　他

3
1
2

3
1
2

0
0
0

小　　　計 6 6 0

合　　　　　計 60
［　91　］

59
［　91　］

▲1
［　0　 ］

＜参考＞
　人口１万人当たり職員数　385.62人

⑵ 年齢別職員構成の状況（平成28年４月１日現在）

⑶ 職員数の推移

（注）１　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

区分 20歳
未満

20歳
～

23歳

24歳
～

27歳

28歳
～

31歳

32歳
～

35歳

36歳
～

39歳

40歳
～

43歳

44歳
～

47歳

48歳
～

51歳

52歳
～

55歳

56歳
～

59歳

60歳

以上
計

職員数 1人 3人 8人 5人 2人 4人 2人 6人 6人 13人 9人 0人 59人

年度
部門別 23年 24年 25年 26年 27年 28年 過去５年間

の増減数
一 般 行 政 50 50 51 41 41 40 －10
教 育 14 15 13 13 13 13 －1
普 通 会 計 計 64 65 64 54 54 53 －11
公営企業等会計計 9 9 9 8 6 6 －3

総　合　計 73 74 73 62 60 59 －14

（単位：人・％）

25

20

15

10

5

0 20

（例） 構成比 ５年前の構成比％

歳
未
満

60
歳
以
上

〜
20
　
23

〜
24
　
27

〜
28
　
31

〜
32
　
35

〜
36
　
39

〜
40
　
43

〜
44
　
47

〜
48
　
51

〜
52
　
55

〜
56
　
59

会
計
部
門

公
営
企
業
等

普
通
会
計
部
門
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　５月から６月にかけて実施した各種健（検）診の結果は、いかがで
したか？
　必ず結果通知をご確認いただき、適切な対応をしていただきますよ
うお願いします。
　特に、要精密検査と判定された方は必ず医療機関で受診するように
して下さい。
　又、この機会に普段の生活習慣について振り返ってみてください。
　結果についてわからないこと等がありましたら、下記までお気軽に
ご連絡ください。

　今年度６月より胃内視鏡検診（胃カメラによる検診）を開始しております。この検診は直接医療機関
にいって受けていただく個別検診となっています。受診を希望される方は下記までお申込みください。
　○受　診　対　象　：　天川村に住民票をおく、50歳以上の方。
　　　　　　　　　　　　※２年に１回の受診になります。
　　　　　　　　　　　　　今年度受診された方は、来年受けることはできません。
　○検　査　方　法　：　胃カメラによるがん検診
　○受　診　病　院　：　南奈良総合医療センター
　○個　人　負　担　：　２，５００円
　○申 込 み 方 法　：　ほほえみポート天川窓口へお越しください。
　　　　　　　　　　　　受診券をお渡しいたします。
　○申込み受付期間　：　平成30年２月28日まで

　※受診上の注意点※
　�　病院の検診体制上の関係で、１日に２人までしか胃カメラ検診の予
約を受け付けることができませんので、あらかじめご了承ください。

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっき
りとせず不安のある方など、どなたでもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となってお
りますので、予約制です。また、定員に達し次第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下
記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

健康診査の結果について

胃内視鏡検診のご案内

心の健康相談会のご案内

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　（☎６３－９１１０）

開催日：８月14日（月）　　　　　　会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日（山の日）

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　８月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 1 火 診　　察 検 査 日  資源１

 2 水 診　　察 診　　察 

 3 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  不　燃

 4 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 5 土 

 6 日 

 7 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 8 火 診　　察 検 査 日  資源１

 9 水 診　　察 診　　察 

 10 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 11 金 　　　　　　   燃　焼

 12 土 

 13 日 

 14 月 診　　察 診　　察 心の健康相談会 燃　焼

 15 火 診　　察 検 査 日  資源１

＊医師不在時は投薬はできません。薬の切れる方は早めに受診して下さい。

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　８月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 水 診　　察 診　　察 

 17 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  不　燃

 18 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 19 土 

 20 日 

 21 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 22 火 診　　察 検 査 日  資源１

 23 水 診　　察 診　　察 

 24 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  資源２

 25 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 26 土 

 27 日 

 28 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 29 火 診　　察 検 査 日  資源１

 30 水 診　　察 診　　察 

 31 木 休　　診   診察（西尾医師）  不　燃

見える所に貼り、ご活用下さい。

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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　今回のいきいき百歳体操だよりは「ふるさとセンターつどい」で活動されて
いる「楽笑(らくしょう)体操クラブ」で開催されたお好み焼きパーティーの様
子をお伝えします。
　この日はサロン活動についての説明を行った後にお好み焼きパーティーが始
まりました。
　お好み焼きを食べる以外にもカラオケを歌ったりして盛り上がりました！

　ふるさとセンターつどい以外でも体操以外の楽しみを行っています。次回は
その一部をご紹介します

この機会にいきいき百歳体操を是非お試しください！
いきいき百歳体操の詳細については下記をご覧ください。

◆　いきいき百歳体操はDVDを見ながらゆっくりと体操をします
◆　体操時間は約40分間で主に筋力作り運動を行います
◆　椅子に座りながら行うので、足に不安がある方でも行って頂けます
◆　体操に慣れてきたら、手首、足首におもりを付けますが無理はしません
◆　�３人以上、背もたれ付き椅子、テレビがあれば、集会所や自宅等で新しく

始める事もできます

いきいき百歳体操だより

いきいき百歳体操からのお好み焼きパーティ！

いきいき百歳体操とは？
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　平成29年5月に地域おこし協力隊として着任しまし
た山端聡（ヤマハタサトシ）です。ほほえみポート天
川にある健康福祉課で勤務しています。年齢は39歳
で、看護師の資格を有しています。
　今回は地域の中で働く看護師（コミュニティナー
ス）のご紹介をさせていただきます。

　看護師といえば、病院で働くことが当たり前だと思っている方も少なくないと思います。
　私はコミュニティナースといった形で、病院や診療所ではなく、地域住民のすぐそばで働いていま
す。「それって訪問看護師じゃないの？」という疑問が浮かんでくるかもしれません。訪問看護師は
在宅で医療行為が必要な人を対象としていますが、コミュニティナースは、地域の人全員、健康な人
もそうでない人も全てが対象です。

■病院以外でも活躍できる看護師の新しいワークスタイル

★今後の取り組み内容

・地域に必要な機能を創る
　　地域でのサロン活動（健康講座）、他施設の医療人材を招いての健康教室
・医療や看護の担い手を増やす
　　小学校、中学校へのキャリア教育参画、学生の地域活動を促す

天川村地域おこし協力隊だより　⑫

コミュニティナースとは？
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　日頃、外出することが少なくなりがちな障がいのある方を対象とした、第３回目の交流の場「き

ずなサロン」を、６月29日（木）開催しました。

　今回は、５名の対象者の方及びそのご家族３名が参加され、障害者地域自立支援協議会委員の皆

さんも交え、昼食にみんなでお弁当を食べながら世間話をしたり、お互いの近況報告など、久しぶ

りに会った方々と話が尽きない様子でした。食後は紙粘土を使って、小物入れや置き物など作って

過ごしました。慣れない手つきながらも、みなさん一生懸命取り組んでいる様子で、「今日は楽し

かった」「また来たい」というお声を聞くことができました。

第３回「きずなサロン」を開催しました

① ② ③ ④
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　平成29年６月16日・17日の２日間にわたり、近畿地方整備局の池田局長・橋本道路部長・井上河
川部長が天川村に来てくれました。
　役場に於いて概要説明し、冷水地区の災害現場・坪の内谷の河川護岸状況・主要地方道高野天川線
山西地区（トンネル整備要望箇所）を視察に来ていただきました。

　主要地方道高野天川線については、昨年度から国への要望を強化し、今年度には国から整備に向け
た調査費の予算が計上されました。
　山西工区（トンネル要望箇所）付近を視察していただきました。又、冷水の現場進捗状況の確認と
坪の内谷の禊殿（みそぎでん）付近の本流と渓流の合流箇所の河川護岸について、村からの要望箇所
でもあり視察していただきました。
　今後、災害復旧や道路整備の進捗に、はずみがつくものと期待されます。

近 畿 地 方 整 備 局 長 視 察

冷水地区（崩壊地）

坪の内谷地区（河川）

冷水地区（河川）

山西地区（トンネル要望箇所）
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　６月17日（土）に第２回エコミュージアムセンター自
然観察会「ジキタリス引き抜きボランティアツアー」を
開催しました。この日は11名の方が参加してくださり、
ジキタリスの引き抜きを行いました。毎年の引き抜きの
かいがあり、今年は大きなジキタリスが少なく生えたて
の小さなものが多かったです。その分、毎年来てくださ
っている方からは去年よりベニバナヤマシャクヤクが増
えたとの声をいただきました。帰りには直売所の「て
ん」で参加者のみなさんに名物である、いもぼたを食べ
てもらい解散となりました。
　少なくなったとはいえ、ジキタリスは繁殖力が強いので油断せず来年もこの活動を続けていきた
いと考えています。

洞川エコミュージアムセンター自然観察会

ジキタリス引き抜きボランティアツアー（天川村役場～観音峯）

【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　☎64‒0999　℻64‒0888
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

８月５日（土）13：30～16：00
真夏なのに洞窟の中はヒンヤリ、いや寒い！関西では珍しい鍾乳洞探検（２ヶ所）と有名な名水
のひみつ？（歩行時間約２時間）（※小雨決行）
【講　　師】聖徳中学校　校長　森本　昭博先生
【集合場所】洞川エコミュージアムセンター【定　員】50名【時　間】13：30～16：00
【持ち物】水筒・帽子・タオル・雨具・筆記用具・すべりにくい靴等【参加費】2,000円（小中学生半額）

親子で挑戦！ヒンヤリ鍾乳洞探検と名水のひみつ
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　県民の皆様に親しまれております奈良県民手帳の２０１８年版（平成30年）の予約受付をいたし
ます。表紙は県章の色である す

・ ・ ・
ほう色及び黒色の２種類から選んでいただけます。

　希望される方はお早めに御予約下さい。
価　格

　一冊　５００円（10月に発売を予定しています）
お申し込み方法

　購入を希望される方は氏名・申込冊数・表紙の色を、
　９月５日（火）までに天川村役場地域政策課まで
　お申し込み下さい。
　※締め切り厳守でお願いします

お問合わせ
　天川村役場　地域政策課　
　☎６３－０３２１（内線１５２）

　６月３日に開催された２０１７西日本空手道選手権大会にて、天川中学校1年生の水口楓さんが型
競技の部で優勝し、村長へ大会の報告に訪れました。楓さんは、昨年度の国際青少年空手道選手権大
会準優勝に続き、輝かしい結果を残されました。
　成長と共に勉強と空手の両立が難しくなる中での今回の優勝、本当におめでとうございます。
　会談では、村長が「これからも空手道を続けてもらい、また活躍して頂きたい」とエールを送りま
した。
　楓さんの今後の更なるご活躍をお祈り申し上げます。

※型競技は、型の演武を行いその練度、正確さ、緩急等の要素で競います。

2018年版　奈良県民手帳　１冊  500円

天川中学校１年　水口　楓さん　優勝おめでとう
2017 西日本空手道選手権大会　型競技の部



21

◇ 

平
成
二
十
八
年
度
天
川
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
の
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

一
，
九
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

三
二
，
一
七
七
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

報
告
事
項

◇ 

平
成
二
十
八
年
度
天
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

▽�

殿
野
坪
内
線
の
復
旧
事
業
費
を
含
む
十
件

一
九
二
，
五
八
四
千
円
の
繰
り
越
し
の
報

告
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

可
決
事
項

～
予
算
に
つ
い
て
～

◇ 

平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

▽�

二
四
，
八
六
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
，
二
四
五
，
五
六
〇
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◇ 

平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
に
つ
い
て

▽�

一
六
四
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

三
一
八
，
四
〇
九
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

◇ 
平
成
二
十
九
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険

直
診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
に
つ
い
て

▽�

三
，
〇
三
四
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

一
二
二
，
一
七
九
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

～
条
例
に
つ
い
て
～

◇ 

天
川
村
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

▽�

委
員
会
に
お
い
て
、
文
言
や
地
域
で
の
周

知
す
る
上
で
誤
解
を
招
く
こ
と
も
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
も
う
少
し
議
論
す
る
方
向

で
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◇ 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽�

人
事
院
規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
条
文
に
所
要
の
見
直
し
を
行
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

◇ 

洞
川
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

◇ 

天
の
川
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

◇ 

天
川
薬
湯
セ
ン
タ
ー
「
み
ず
は
の
湯
」
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽�

３
議
案
に
つ
い
て
は
、
村
内
者
大
人
料
金

の
年
齢
区
分
の
廃
止
と
使
用
料
金
範
囲
の

引
き
下
げ
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

～
契
約
締
結
～

◇ 

林
道
殿
野
坪
内
線
（
三
号
箇
所
）
災
害
復

旧
工
事
に
か
か
る
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

▽�

林
道
殿
野
坪
内
線
（
三
号
箇
所
）
災
害
復

旧
工
事
に
か
か
る
請
負
契
約
の
締
結
に
関

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
第
二
回
天
川
村
議
会
定
例

会
が
、
六
月
十
二
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し
ま

し
た
。
会
期
に
つ
い
て
は
六
月
十
五
日
ま
で

の
四
日
間
と
定
め
、
原
案
の
と
お
り
承
認
、

可
決
等
あ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

承
認
事
項

～
条
例
に
つ
い
て
～

◇ 

天
川
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

▽�

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
個
人
住
民
税

均
等
割
り
の
税
率
の
軽
減
及
び
、
上
場
株

式
等
の
配
当
所
得
に
係
る
課
税
の
特
例
等

所
要
の
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

◇ 

天
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
の
減
税
措
置
に
係
る
軽
減
判
定

所
得
の
算
定
方
法
の
変
更
を
行
っ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
第
二
回
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

～
予
算
に
つ
い
て
～　

◇ 

平
成
二
十
八
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
五
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

七
一
，
三
五
一
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

三
，
一
〇
一
，
六
〇
〇
千
円
と
し
た
も
の

で
す
。

◇ 

平
成
二
十
八
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

▽�

四
二
，
八
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

二
八
二
，
五
二
〇
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

◇ 
平
成
二
十
八
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険

直
診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

▽�

一
四
，
四
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

一
〇
五
，
一
八
〇
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

◇ 

平
成
二
十
八
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
の
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

二
，
〇
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

一
〇
六
，
二
五
三
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

◇ 

平
成
二
十
八
年
度
天
川
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

二
二
，
四
八
六
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

三
三
七
，
四
四
六
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。
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～
指
定
管
理
～

◇ 
村
営
駐
車
場
（
洞
川
駐
車
場
）
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇ 
村
営
駐
車
場
（
坪
内
駐
車
場
）
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

▽�

両
温
泉
施
設
の
村
営
駐
車
場
の
指
定
管
理

者
の
指
定
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。

～
同
意
案
件
～

◇ 

天
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

▽�

天
川
村
大
字
南
日
裏
一
六
八
番
地　

奥
田

豊
文
氏
を
天
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
が
さ
れ
ま
し
た
。

◇ 

天
川
村
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員
の
任
命
同

意
が
あ
り
今
回
十
名
の
方
に
つ
い
て
同
意

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
第
四
回
天
川
村
議
会
臨
時

会
が
、
六
月
二
十
八
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し

ま
し
た
。
会
期
に
つ
い
て
は
一
日
間
と
定

め
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し

た
。

　

臨
時
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

◇ 

天
川
村
所
有
の
集
水
桝
破
損
等
に
か
か
る

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
提
起
に
つ
い
て

▽�

天
川
村
所
有
の
集
水
桝
破
損
等
に
対
し
て

損
害
賠
償
請
求
を
起
こ
す
に
は
地
方
自
治

法
第
九
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
必

要
と
す
る
た
め
、
臨
時
会
に
お
い
て
可
決

し
た
。

平
成
二
十
九
年
第
二
回
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
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I N F O R M A T I O N

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

８
月
８
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
整
形
外
科
部
会
）

　

８
月
22
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

※
受
付
締
切
８
月
21
日
（
月
）

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

８
月
25
日
（
金
）
午
後
３
時
～
午
後
４
時

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

（
内
科
部
会
）

　

８
月
29
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

　

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

お
問
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

受
付
期
間

・
郵
送
・
持
参
の
場
合

　

�

平
成
29
年
６
月
23
日
（
金
）
～
８
月
18
日

（
金
）
（
８
月
18
日
消
印
有
効
）

※�

持
参
に
よ
る
場
合
は
６
月
23
日
（
金
）
～

８
月
18
日
（
金
）
の
期
間
内
で
平
日
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
奈
良
県
警
察

本
部
警
務
課
採
用
係
に
直
接
持
参
し
た
物

を
受
け
付
け
ま
す

※�
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
へ
の
持
参
に
よ

る
受
付
は
し
て
い
ま
せ
ん

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

　

�

平
成
29
年
６
月
23
日
（
金
）
～
８
月
14
日

（
月
）

募
集
区
分

　

Ａ
男
性
・
Ａ
女
性

・
採
用
予
定

　

Ａ
男
性　

10
名
程
度

　

平
成
30
年
４
月
１
日
採
用

　

Ａ
女
性　

３
名
程
度

　

平
成
30
年
４
月
１
日
採
用

・
受
験
資
格

　

�

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
又
は
平
成
30

年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
、

も
し
く
は
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

　

Ｂ
男
性
・
Ｂ
女
性

・
採
用
予
定

　

Ｂ
男
性　

25
名
程
度

　

平
成
30
年
４
月
１
日
採
用

　

Ｂ
女
性　

３
名
程
度

　

平
成
30
年
４
月
１
日
採
用

・
受
験
資
格

　

�

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
Ａ
男
性
・

Ａ
女
性
以
外
の
人

　

武
道
Ｂ
男
性
・
武
道
Ｂ
女
性

・
採
用
予
定

　

武
道
Ｂ
男
性　

１
名
程
度

　

平
成
30
年
４
月
１
日
採
用

　

武
道
Ｂ
女
性　

１
名
程
度

　

平
成
30
年
４
月
１
日
採
用

・
受
験
資
格

　

�

応
募
時
を
基
準
と
し
て
、
柔
道
は
講
道

館
、
剣
道
は
全
日
本
剣
道
連
盟
が
そ
れ
ぞ

れ
認
定
す
る
段
位
で
、
男
性
は
２
段
以

上
、
女
性
は
初
段
以
上
を
有
す
る
人

　

�

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
・
試
験
会
場

　

第
１
次
試
験

・
体
力
試
験
（
実
技
判
定
）
・
実
技
試
験

　

�
８
月
26
日
（
土
）
、
27
日
（
日
）
の
う
ち

指
定
す
る
１
日

・
試
験
会
場

　

奈
良
県
警
察
学
校

※�

実
技
判
定
は
段
位
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

希
望
者
の
み
が
受
験
で
き
、
柔
道
又
は
剣

道
の
実
技
を
実
施
し
ま
す
。

※�

実
技
試
験
は
武
道
Ｂ
男
性
・
Ｂ
女
性
が
対

象
と
な
り
、
武
道
Ｂ
男
性
・
Ｂ
女
性
が
対

象
と
な
り
、
柔
道
又
は
剣
道
の
実
技
試
験

を
実
施
し
ま
す

・
教
養
試
験
・
論
文
試
験

　

９
月
17
日
（
日
）

・
試
験
会
場

　

奈
良
県
立
二
階
堂
高
校

お
問
合
わ
せ
先
・
受
験
申
込
先

〒
６
３
０
︱
８
５
７
８

　

奈
良
市
登
大
路
町
80
番
地

　

奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　

☎
０
１
２
０
︱
３
５
１
︱
２
０
４

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
不
要

予
約
必
要

　
�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

平
成
29
年
度
警
察
官
（
第
２
回
）

採
用
試
験
情
報
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お し ら せお し ら せ

　

夏
が
近
づ
く
と
、
家
の
中
で
じ
っ
と
し
て

い
て
も
室
温
や
湿
度
が
高
い
た
め
に
、
体
か

ら
熱
が
逃
げ
に
く
く
熱
中
症
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
熱
中
症
を
し
っ
か
り
予
防
し
、

楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

《
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
》

◆
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

　

（
温
度
計
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
）

◆�

室
温
は
28
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
エ
ア
コ

ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う

◆�

の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を

◆�

外
出
の
際
は
体
を
締
め
付
け
な
い
涼
し
い

服
装
で
、
日
よ
け
対
策
も
忘
れ
ず
に

◆
無
理
を
せ
ず
、
適
度
に
休
憩
を

　

（
睡
眠
時
間
も
十
分
に
）

◆�

日
頃
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と

体
力
作
り
を

　

電
気
は
日
常
生
活
や
経
済
活
動
な
ど
に
と

っ
て
書
か
せ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
電
気
は
便
利
な
反
面
使
い

方
を
誤
る
と
大
変
危
険
で
す
、
日
頃
か
ら
電

気
の
使
用
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

関
西
電
気
保
安
協
会
を
始
め
、
電
気
関
係

団
体
で
は
経
済
産
業
省
主
唱
の
下
、
８
月
を

「
電
気
使
用
安
全
月
間
と
定
め
、
電
気
使
用

安
全
を
呼
び
か
け
る
運
動
を
全
国
一
斉
に
行

っ
て
い
ま
す

　

皆
様
も
是
非
こ
の
機
会
に
、
ご
家
庭
な
ど

で
電
気
を
安
全
に
使
用
し
て
い
る
か
見
直
し

て
み
て
く
だ
さ
い

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
、
平
成
30
年

４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
区
分

　

大
学
・
短
大
・
高
校
卒
業

募
集
案
内
詳
細
に
つ
い
て

　
�

平
成
29
年
８
月
上
旬
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

掲
載
予
定

　

（http://www.naraksk119.jp

）

お
問
合
わ
せ
先

　

橿
原
市
慈
明
寺
町
１
４
９
番
地
の
３

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　

人
事
企
画
課　

人
事
係

　

☎
０
７
４
４
︱
20
︱
１
１
１
９

①
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

対
象

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間

男
子
・
女
子　

年
間
を
通
し
随
時

試
験
日

　

�

平
成
29
年
８
月
26
日
（
土
）
（
男
子
・
女

子
）

　

�

平
成
29
年
８
月
27
日
（
日
）
（
男
子
・
女

子
）

　

平
成
29
年
９
月
17
日
（
日
）
（
男
子
）

　

平
成
29
年
９
月
23
日
（
土
）
（
男
子
）

　

平
成
29
年
９
月
24
日
（
日
）
（
女
子
）

試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
）

試
験
内
容

　

�

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
、
身

体
検
査

② 

一
般
曹
候
補
生
（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自

衛
隊
）

対
象

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間

　

�

平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）
～
９
月
８
日

（
金
）

試
験
日

　

一
次
試
験

　

平
成
29
年
９
月
16
日
（
土
）

　

二
次
試
験

　

平
成
29
年
10
月
７
日
（
土
）

試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

（
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
）

試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
（
一
次
試
験
）

※�
二
次
試
験
で
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査
が

あ
り
ま
す

※�

二
次
試
験
の
詳
細
は
、
一
次
試
験
合
格
発

表
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

対
象

　

海
上

　

18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
男
女

　

航
空

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間

　

�

平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）
～
９
月
８
日

（
金
）

試
験
日

　

一
次
試
験

　

平
成
29
年
９
月
18
日
（
月
（
祝
日
）
）

　

二
次
試
験

　

平
成
29
年
10
月
中
旬
予
定

　

三
次
試
験

　

平
成
29
年
11
月
中
旬
～
12
月
中
旬
予
定

試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
）

試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査

※�

二
次
試
験
か
ら
は
航
空
身
体
検
査
、
口
述

試
験
等
が
あ
り
ま
す

※�

二
次
試
験
以
降
の
詳
細
は
、
一
次
試
験
合

格
発
表
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
左
記
の
事
務
所
ま
で
お
問
合
せ

下
さ
い
。

お
問
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

　

五
條
地
域
事
務
所

　

奈
良
県
五
條
市
今
井
５
丁
目
１
︱
12

　

サ
ン
タ
ウ
ン
二
階

　

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
３
７
８
９

　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　

�

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

　

�

平
成
29
年
度
自
衛
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

　

�

平
成
29
年
度
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

消
防
職
員
採
用
募
集
案
内
【
後
期
】

　
��

熱
中
症
を
予
防
し
て
元
気
な
夏
を
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田植え田植え

交通安全教室交通安全教室

プール開きプール開き

　５月15日、２年生９名が田植えを行いました。毎年、沢原の森田さんにお世話をいただいていま
す。苗の持ち方、植え方を教わった後、田んぼの中へ。「わぁ～」という歓声が上がり、よたよた
とした歩き方が時間がたつと泥に足を取られながらもしっかりと植えられるようになりました。

　５月25日、午前中にＰＴＡ自転車点検が行われ、午後から交通安全教室を行いました。まず、
体育館で交通安全や防犯のお話を聞きました。その後、自転車の安全な乗り方を運動場に描かれた道路
で実施しました。特に、路上に自動車が止まっていたとき、どのようにすればいいかを学びました。

　５月26日、天川中・洞川中の１年生の協力を得て、５、６年生とともにプール掃除を行いま
した。６月13日には、プール開きを行い水泳指導が始まりました。今年度は雨が少なく計画通
りに進んでいます。
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The river of heaven

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。

古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

人口　1,463人（－８） 男　692人（－４） 女　771人（－４） 世帯数　681戸（－７）

29.29トン�　前月比： 79.31％　�前年同月比：111.58％ 4.56トン�　前月比：116.33％　�前年同月比： 89.76％

5.25トン�　前月比： 88.24％　�前年同月比：112.18％ 2.12トン�　前月比： 58.08％　�前年同月比： 92.17％

　

８
月
に
入
り
、
暑
さ
も
厳
し
い
中
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
夏
休
み
の
真
っ
最
中
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
こ
ど
も
達
に
と
っ
て
は
楽
し
い
盛
り
だ
と
思
い
ま
す
。
大
い
に
元
気
に
、
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
た
だ
し
、

熱
中
症
が
気
に
な
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
外
で
遊
ぶ
際
に
は
水
分
補
給
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
時
折
日
陰
等
涼

し
い
場
所
で
休
む
こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
７
月
に
は
各
地
の
神
社
で
お
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
８
月
も
お
祭
り
を
は
じ
め
と
し
て
、
村
内
で
様
々
な

行
事
が
あ
り
ま
す
。
月
初
め
に
洞
川
で
の
行
者
祭
り
、
14
日
に
旧
天
川
西
小
学
校
で
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま

す
。
龍
泉
寺
で
は
14
日
に
お
盆
棚
経
（
た
な
ぎ
ょ
う
）
参
り
、
16
日
に
は
祖
霊
を
お
送
り
す
る
お
盆
精
霊
（
し
ょ
う
り

ょ
う
）
送
り
火
護
摩
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
天
河
大
辨
財
天
社
に
て
28
日
に
は
御
霊
の
供
養
等
を
行
う
七
夕
祭
が
行

わ
れ
、
萬
霊
供
養
塔
、
神
社
周
辺
に
供
養
の
燈
花
が
灯
さ
れ
ま
す
。
翌
29
日
に
は
そ
の
燈
花
紙
を
お
焚
き
上
げ
す
る
七

夕
護
摩
供
が
行
わ
れ
ま
す
。
８
月
に
七
夕
と
い
う
と
不
思
議
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
今
年
の
８
月

28
日
が
旧
暦
の
７
月
７
日
に
あ
た
る
た
め
、
長
い
歴
史
を
持
つ
天
河
大
辨
財
天
社
で
は
そ
ち
ら
の
日
付
に
行
わ
れ
る
の

で
す
。

　

こ
の
中
で
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
や
龍
泉
寺
の
行
事
の
時
期
は
一
般
的
に
お
盆
と
い
わ
れ
ま
す
。
名
称
、
内
容
含
め
て
起

源
に
は
様
々
な
説
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
仏
教
や
古
く
か
ら
の
先
祖
に
対
す
る
信
仰
が
混
ざ
り
合
っ
た
結
果
で

あ
ろ
う
と
い
う
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。
お
盆
の
時
期
に
は
ご
先
祖
様
の
霊
が
帰
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
、
地
域
や
宗
派

に
よ
っ
て
も
変
わ
り
ま
す
が
、
お
供
え
を
準
備
す
る
、
お
墓
参
り
、
送
り
火
や
迎
え
火
、
提
灯
を
飾
る
、
灯
籠
流
し
を

行
う
、
な
ど
様
々
な
形
の
風
習
が
日
本
全
国
に
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
、
ナ
ス
ビ
や
キ
ュ
ウ
リ
に
割
り
箸
等

を
さ
し
て
牛
や
馬
に
見
立
て
て
ご
先
祖
様
の
魂
の
乗
り
物
に
す
る
精
霊
馬
と
い
っ
た
風
習
が
あ
り
ま
す
。
来
る
と
き
は

き
ゅ
う
り
の
馬
に
乗
っ
て
早
く
、
帰
っ
て
い
く
時
は
ナ
ス
ビ
の
牛
で
ゆ
っ
く
り
、
そ
し
て
多
く
の
お
み
や
げ
を
持
っ
て

行
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
と
い
う
形
が
多
い
で
す
。
し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
逆
に
な
る
等
や
は
り
地
域
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
考
え
方
も
あ
り
、
興
味
深
い
で
す
ね
。

　

そ
し
て
、
日
本
の
お
盆
の
よ
う
に
先
祖
が
帰
っ
て
く
る
、
と
い
う
風
習
は
実
は
多
く
の
国
に
あ
り
ま
す
。
10
月
末
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
等
も
そ
の
一
つ
で
す
し
、
メ
キ
シ
コ
の
あ
た
り
で
盛
ん
な
祭
事
に
死
者
の
日
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
は
ご
先
祖
様
以
外
に
も
悪
い
モ
ノ
も
寄
っ
て
き
て
し
ま
う
の
で
仮
装
を
す
る
こ
と
で
脅
か
し

て
追
い
払
っ
た
り
、
逆
に
仲
間
だ
と
思
わ
せ
た
り
し
ま
す
し
、
死
者
の
日
は
明
る
く
祝
う
と
い
う
よ
う
に
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
静
か
な
雰
囲
気
の
日
本
の
お
盆
と
は
少
し
違
っ
た
感
じ
に
な
り
ま
す
。
け
れ
ど
、
違
い
こ
そ
あ
り
ま
す
が
、

世
界
中
で
ご
先
祖
様
が
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
、
と
い
う
日
が
あ
る
の
は
ご
先
祖
様
を
敬
う
も
の
と
認
識
し
て
い
る
証
で

あ
り
、
同
時
に
身
近
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
の
表
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
ご
自
宅

の
宗
教
や
状
況
で
で
き
る
こ
と
、
す
る
べ
き
こ
と
は
変
わ
っ
て
く
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
お
盆
の
際
に
は
ご
先
祖
様
に
思
い
を
は
せ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。


